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カプレカ数とはカプレカ数とは

KをN桁の自然数とするKをN桁の自然数とする。

Kがカプレカ数とは，K2 = a・１０N + b と分
解したときK = a + bになる数のことであ
るる。

１桁 1 9１桁 1,9
２桁 45,55,99       ＊45+55=100
３桁 297  703  999 ＊297+703=1000３桁 297, 703, 999 ＊297+703=1000
４桁 2223, 2728, 4950, 5050, 7272, 7777, 9999       

2223 7777 2728 7272 4950 5050 10000＊2223+7777=2728+7272=4950+5050=10000



細尾の発見細尾の発見

自然数を二乗した数を研究していくと自然数を二乗した数を研究していくと，
342 = 1156 → (-2)×11 + 56 = 34
3342  111556 ( 2)×111 + 556  3343342 = 111556 → (-2)×111 + 556 = 334
33342 = 11115556 → (-2)×1111 + 5556 = 3334

これは細尾が発見したこれは細尾が発見した。

さらに 34系列以外にさらに，34系列以外に
18,168,1668,16668, 16・・・68という系列の数も同様

の性質持っていたの性質持っていた。

私たちはその性質を持つ数をＨ数と呼ぶことにした私たちはその性質を持つ数をＨ数と呼ぶことにした。



H数の定義H数の定義

Kを 桁の自然数とする Kが 数とはKをＮ桁の自然数とする。KがＨ数とは，

K2 = a・10N + bK2 = a・10N + b
と分解したときにと分解したときに

K = -2a + b
が成り立つ数のことである。



Inv( ｄ  ｄ’)の定義Inv( ｄ , ｄ )の定義

(  ’) とするgcd( ｄ , ｄ’)＝1とする。

このとき， Inv( ｄ , ｄ’) をｄｍ≡１ (mod ｄ’) ( , ) ( )
となる最小の自然数ｍと定義する。

次の定理の証明はDouglas Iannucci氏の

The Kaprekar Numbers（2000）という論文の定The Kaprekar Numbers（2000）という論文の定
理を応用したものである。



H数の定理

ｄｄ’＝10N＋2，gcd( ｄ , ｄ’)＝1，

( ’) ’ ( ’ ) とするｍ＝Inv( ｄ , ｄ’)，ｍ’＝ Inv( ｄ’, ｄ )   とする。

さらに，条件： ０≦ 3ｄｍ - 2ｍｍ’＜10N とする。さらに，条件 ≦ ＜ とする。

このとき ｄ は H数 であるこのとき，ｄｍ は H数 である。



D.E.Iannucci
『 』『The Kaprekar Numbers』

（2000）（2000）

この英語の論文には，カプレカ数を導出する英語 論 ， 数 導 す
公式と証明が載っていて，これまでの研究か
ら この論文が私達のＨ数や下で定義した一ら，この論文が私達のＨ数や下で定義した
般の擬カプレカ数にも十分対応できるのでは
ないかと思った そして 少しずつ 般化させないかと思った。そして，少しずつ一般化させ，
かつ論文をにらみながら定理を作り，証明を
完成させた完成させた。



擬カプレカ数
（重みαのN桁-H（t）数）とは

[定義１][定義１]
ｋをN桁の自然数 ，tを整数 ，αとＮは自然数と
するする。
ｋが重みαのN桁-H（t）数とは，

ｋ２ 10Ｎ＋b ｋ ＋bｋ２ ＝ a･10Ｎ＋b , αｋ ＝ ta＋b
が成り立つときをいう。

｜ ｜ただし，0 ≦ b＜10N ,｜t｜＜10Ｎである。

特にα＝1 , t＝1 のときがカプレカ数である。
α＝1 , t＝－2 のときがＨ数である。



[定義２][定 ]

gcd( ｄ , ｄ’)＝1とする。

のとき ( ’) を ( ’)このとき， Invα( ｄ , ｄ’) をｄｍ≡α(mod ｄ’) 

となる最小の自然数ｍと定義する。となる最小の自然数ｍと定義する。

私達が今 究 証 た主定私達が今回の研究で発見し証明した主定理

は次である。は次である。



重みαのN桁 H(ｔ)数の定理重みαのN桁-H(ｔ)数の定理

ｄｄ’＝10N-t , gcd( ｄ , ｄ’)＝1，

ｍ＝Inv ( ｄ ｄ’) ｍ’＝ Inv ( ｄ’ ｄ) とするｍ＝Invα( ｄ , ｄ ) , ｍ ＝ Invα( ｄ , ｄ) とする。

このとき，ｄｍ は重みαのN桁-H(t)数である。

ただし， ０≦(α－ｔ )ｄｍ＋tｍｍ’＜10Nとする。



例例

定理を用いて ２ ４ ５桁のときの擬カプ定理を用いてα＝２，ｔ＝４，５桁のときの擬カプ
レカ数を求める。

① 10Ｎ ｔ を考える i 10５ 4 99996① 10Ｎ-ｔ を考える。 i.e. 10５－4 ＝ 99996
② 99996の互いに素な約数のペア（ ｄ，ｄ’）を見つ

けるける。
互いに素になる約数の組み合わせは
（３ ３３３３２） （４ ２４９９９） （１２ ８３３３）（３，３３３３２），（４，２４９９９），（１２，８３３３）
（１３，７６９２），（３９，２５６４），（５２，１９２３）
（ ）（１５６，６４１）

の７つである。



③ ｄｍ≡2 mod d’ となる最小なmを計算する。
例えば （１５６ ６４１）を（ ｄ ｄ’）と置いて考えると例えば，（１５６ , ６４１）を（ ｄ , ｄ ）と置いて考えると，
１５６ｍ≡２ ( mod ６４１ )より
ｍ＝４５２，同様にｍ’＝４６が得られる。すると，ｍ ４５２，同様にｍ ４６が得られる。すると，

条件 ０≦( -2 )ｄｍ＋4ｍｍ’＜10Nを満たさないので
ｄ １５６ ４５２ ７０５１２ｄｍ ＝ １５６×４５２ ＝ ７０５１２ ×

条件 ０≦( -2 )ｄ’ｍ’＋4ｍ’ｍ＜10Nより条件 ０≦( 2 )ｄ ｍ ＋4ｍ ｍ＜10 より
ｄ’ｍ’＝ ６４１×４６ ＝ ２９４８６

（重み２の５桁-H（4）数）（重み の 桁 （ ）数）
294862 = 869424196 → ４×8694 + 24196 = 58972

= 2×29486

同様に他の約数の組み合わせを計算していくと，
重み２の５桁 H(４)数を導くことができる重み２の５桁-H(４)数を導くことができる。



m乗カプレカ操作m乗カプレカ操作

プN桁の自然数ｋのm乗カプレカ操作KP[ｋｍ]とは、
ｋｍを下からN桁ずつ区切ってそれらの和をとる
こと。

• 例例

KP[1114]=KP[151807041]

=151+807+041

=999999

（＊次の発表に続く。）


